
 

Bose Professional、チリ大学のハイブリッドな学習環境を促進  

教授の意欲を高め、教室とリモートの学生をつなげる、Bose Videobar VB1 会議デバイス 
 

マサチューセッツ州フラミンハム — 2022 年 8 月 30 日— 1842 年に創設されたチリ大学は教育と研究

分野で知られ、卒業生から 21 人の大統領と 2 人のノーベル賞受賞者を輩出しています。教授と学生を

つなげる新たな方法を探索していたチリ大学は、そのビジョンを確実に実現させるため、Bose 

Professional を採用しました。  

 

Bose Videobar VB1 オールインワン USB 会議デバイスは、ハイブリッド授業で必要とされる高度な

セットアップを直感的かつ簡単な操作で可能にします。6 つの自動ビームステアリングマイクが室内

の声を検出して収音し、周囲のノイズを除去しながら、自然なコラボレーション環境を促進します。

マルチメディアプレゼンテーションや Bluetooth®オーディオを定評のあるボーズサウンドで、会話や

発言は自然なサウンドで再生します。  

 

4K 対応ウルトラ HD カメラには、鮮明な映像に加えオートフレーミング機能も搭載されています。学

生の表情や、ホワイトボード、フリップチャートなど、教室側の様子をリモートの学生が明瞭に理解

することができます。  

 

43,000 人を超える学生を擁するチリ大学は、5 つのキャンパスに 14 の学部と 5 つの学際機関を持っ

ています。チリのテクノロジーインテグレーターである Tecnomove 社が設計したハイブリッドな学

習環境のソリューションには、100 台を超える VB1 デバイスが導入されました。一部の教室では VB1

が液晶モニターとともに移動式カートに設置され、授業ごとに対応できる柔軟性を提供しています。

また、いくつかの教室には Kaptivo カメラが導入されホワイトボードを同時に撮影し各授業の開始と

デバイスの制御には Lenovo ThinkSmart Hub も活用されています。  

 

「ハイブリッド授業の導入により、教授陣はテクノロジーを積極的に採用するようになっています」

と話すのは、チリ大学オンライン教育部のプロジェクトマネージャーを務めるダリオ・リケルメ・ゾ

ーナウ氏です。「多くの教授が意欲的に新たな教授法を模索し、自分の授業をより興味深く魅力的な

ものにするための新たな機会を見いだしています」  
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「Tecnomove はオンライン教育部が求める汎用性に応えるだけでなく、プロジェクトの過程で変化

していったニーズにも対応してくれました」と話すのは、Tecnomove 社のセールスマネージャーを

務めるキャロル・ノチェス氏です。「Bose Professional のソリューションが与える影響は単にテク

ノロジーだけにとどまりません。私たちは、我が国の若者たちの教育に貢献していると自負していま

す」  

 

チリ大学のプロジェクトと施設における VB1 の用途について詳しくは、PRO.BOSE.COM/UofChile

をご覧ください。  
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写真ファイル1:  Bose Pro_UoChile_Campus.jpg 

写真キャプション1:  チリのサンティアゴにあるチリ大学は、43,000人を超える学生を擁する国内最古の高等教

育機関です。 

写真ファイル2:  Bose Pro_UoChile_Lecture Hall.jpg 

写真キャプション2: 哲学講堂ではBose Videobar VB1が導入され、学生がどこにいてもリモートで授業に参加

することができます。  

写真ファイル3: Bose Pro_UofChile_Multi-Faculty Classroom.jpg 

写真キャプション3: 複数の教室でBose Videobar VB1とカートが導入され、授業の人数や内容に応じて柔軟に

対応できるようになっています。 

写真ファイル4: Bose Pro_UoChile_Philosophy Classroom.jpg 

写真キャプション4: 小教室ではVideobar VB1による4KウルトラHDの映像とボーズの高品質なオーディオが効

果的です。 

 

法的免責条項 

Bose、Bose Videobar、およびVideobarは、Bose Corporationの商標です。Bluetooth®のワードマークとロ

ゴは、Bluetooth SIG, Inc.が所有する登録商標であり、Bose Corporationはこれらの商標を使用する許可を受

けています。その他すべての商標は所有権を保持する各社に帰属します。 
 

Bose Professionalについて 

Bose Professionalは、「探求から始まるイノベーション」を信念に、最もシンプルな方法で驚くような高品質

サウンドを実現するために設立されました。たゆまぬ研究開発の精神で、劇場や商業施設、オフィスなどのあら

ゆる空間で簡単に設計、設置、運用できるシステムを開発しています。Bose Professionalは、50年以上にわた

り、AVインテグレーター、システムデザイナー、施工業者、コンサルタントと提携し、そのソリューション
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は、世界中のオフィス、教会、教育施設、レストラン、小売店舗、宿泊施設、劇場などに、感動のオーディオ体

験を創造しています。 
 
お問い合わせ先: 
Bose Professional  
03-5114-2750 
jp_pro@bose.com 
PRO.BOSE.COM  
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